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プロジェクトタイトルは発表時に登録したものを使用
英文でも表記する

緑のボックスに画像を配置
左ページ 1枚、右ページ 6枚

アスペクト比 16：9
画像解像度 300dpi 程度

※配置方法
緑の画像を選択して
ファイル→配置

必ず「リンク」のチェックを外して
画像が埋め込まれているようにする

画像ファイルはあらかじめ
Photoshop などで加工
画像の大きさに合わせて

300dpi 程度で
BMPまたは PNG形式

風景写真にグラフィティアートを合成する
アプリケーション開発プロジェクト
Project Title

プロジェクトマネージャ b9p31999　文教太郎
プログラマ   b9p31999　文教太郎
プログラマ   b9p31999　文教太郎

CGデザイナー   b9p31999　文教太郎
サウンドデザイナー  b9p31999　文教太郎
グラフィックデザイナー b9p31999　文教太郎

■プロジェクトの概要
android スマートフォンのカメラアプリケーションと連動して、撮影した風景写真にオリジナルのグラフィティ風
フォントを利用したグラフィティアートを合成しグラフィティアートを用いた景観について関心を持ってもらうた
めのプロジェクト。グラフィティアートという文化に歴史について関心を持ってもらうためのサービス提供するこ
と。
■プロジェクトの目的と背景
グラフィティアートという文化の知名度が低く町に描かれているものが「ただの落書き」と思われているケースが
多いため、このプロジェクトを通じてグラフィティアートという文化やそれに伴う長い歴史が、あることを知って
もらいグラフィティアートに興味を持ってもらうことによってグラフィティアートを用いた景観についての理解を
深めてもらう。
■プロジェクトの目標と特徴
通常の画像編集やカメラに画像を添付するアプリケーションとは違いグラフィティアートを用いた景観を作成する
という部分に特化することで他のアプリケーションとの差別化を図った。また、使用するフォントを既存のもので
はなく自分たちで作成したものをユーザーに使用してもらうことによって現状の景観とは異なったものを提供でき
る。
■プロジェクトの成果と考察
本プロジェクトでは android アプリケーションでの発表を目標にしていたが、開発の途中段階で発表までの期間な
どを鑑み一部実装という形で、webサイトを利用したサービスを発表する運びとなった。それに伴い、グラフィティ
の歴史などを紹介するページも同時に用意し関心を持ってもらい理解を深めるという点において一定の成果が上げ
られたと考える。全体を通して作業工程の見通しが甘かった点や作業進捗の管理の点で改善すべき個所があった。

■開発環境
ソフトウェア
AndroidStudio
Mozilla Firefox
Adobe Photoshop
ハードウェア
Windows 10

■実行環境　
OS: Windows10 以降
HDD: 2GB 以上
DirectX: DirectX11 以降
キーボード、マウス : USB または Bluetooth
接続

■プロジェクト成果物　
作品データ      1 点
現地取材写真 (png)     25 枚
プレゼンテーションファイル（PPTX 形式）  15 枚
フォントデザイン     3 点
研究発表用ポスター（A2 版）    1 点
パンフレット（A5 版両面）    1 点


